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イネ 科 タ ケ亜 科 B a m b u s o i d e a e の 中の ササ 類 （ ササ 亜 連 A r u n d i n a r i i n a e） は 、

日本 列 島 に固 有 分 布す る 種 が多 く 、 国内 の 広 い範 囲 に 分布 域 を 形成 し て いる 。

その 中 で も、 比 較 的低 標 高 域に 分 布 する メ ダ ケ属 P l e i o b l a s t u s  植 物 に 関す る包

括的 な 研 究は 、 こ れま で ほ とん ど 行 われ て こ なか っ た 。  

本 研究 で は まず 、 分 布域 形 成 に個 々 の 環境 要 因 がど の よ うに 作 用 して い るの

か、詳 細な 調 査 によ りそ の 実 態を 把 握 した 。分類 群 ご とに 形成 さ れ た分 布 域 は、

種を 確 定 する 上 で 、重 要 な 情報 で あ り、 そ れ に加 え て 、生 態 や 形態 、 交 雑の 実

態な ど を 把握 す る こと は 種 分化 解 明 のた め に は、 必 須 な鍵 と な るも の と 考え ら

れる 。 形 態形 質 に つい て は 種間 は 勿 論、 種 内 での 変 異 にも 着 目 した 。  

第 1 章 の 序 論で は 、メ ダ ケ 属を 含 む ササ 類 に おけ る 研 究史 な ら びに 現 在 の分

類学 的 位 置付 け を 確認 し た 。メ ダ ケ 属は 、 3 節（ ネザ サ 節 S e c t .  N e z a s a、メ ダケ

節 S e c t .  M e d a k e a、 リュ ウ キ ュウ チ ク 節 S e c t .  P l e i o b l a s t u s） で 構 成さ れ て い る。   

メ ダケ 属 の 中で 最 も 広い 分 布 域を 形 成 する ネ ザ サ節 で は 、フ ォ ッ サ・ マ グナ

地域 を 境 に 、東 日 本 に分 布 域 を形 成 す るア ズ マ ネザ サ P.  c h i n o  v a r .  c h i n o など の

種群 と 、 西日 本 に 分 布 域 を 持つ ネ ザ サ P.  c h i n o  v a r.  v i r i d i s な ど の 種群 に 二 分さ

れて い る 。一 方 、 同じ よ う に本 州 地 域に 分 布 域を 持 つ メダ ケ 節 では 、 そ の傾 向

は確 認 さ れて い な い。 ま た 、リ ュ ウ キュ ウ チ ク節 は 、 南西 諸 島 の島 々 に その 分

布域 を 広 く発 達 さ せて い る 。最 新 の 分類 体 系 で は 2 0 種 3 変 種が 認 め ら れて い

るメ ダ ケ 属植 物 が 、日 本 列 島に お い て発 達 を 遂げ て き た要 因 に つい て も 検討 を

行っ た 。  

第 2 章 で は 、北 海 道南 部 に 位置 す る 室蘭 市 近 郊の 太 平 洋岸 周 辺 で、 北 海 道で



は人 為 分 布の 見 解 も聞 か れ るア ズ マ ネザ サ の 分布 北 限 に関 す る 詳細 な 調 査を 行

った 。そ の 地 域 内 では 、アズ マ ネ ザ サと と も に、ア ズ マザ サ 属 S a s a e l l a の 2 種

の分 布 も 発見 し た 。そ れ ら は、 形 態 的特 徴 に より 、 ア ズマ ネ ザ サが 関 わ った 推

定雑 種 起 原種 で あ るこ と が 示唆 さ れ た。 同 一 地域 内 で の 2 タ イ プの 推 定 雑種 起

原種 の 出 現は 、 こ の地 に お ける 交 雑 現象 の 痕 跡を 示 唆 して い る と同 時 に 、北 海

道南 部 に おけ る ア ズマ ネ ザ サの 自 生 の北 限 を 裏付 け る もの で も ある 。  

フ ォッ サ ・ マグ ナ 地 域の 中 に ある 甲 府 盆地 や 、 フォ ッ サ ・マ グ ナ の西 縁 に近

い富 山 平 野に お け る調 査 で は、 ネ ザ サ節 植 物 が、 現 在 の分 布 域 を形 成 す る要 因

であ る と 推測 さ れ る気 候 環 境（ 積 雪深 、気 温 等）の 影響 に つい て 解 析を 行 っ た。

一方 、 形 態形 質 に 関し て 、 分枝 本 数 に着 目 し た調 査 を 国内 各 地 で行 っ た 。そ の

結果 、 ネ ザサ 節 の 分布 に 対 する 積 雪 量の 影 響 の度 合 い を明 ら か にす る こ とが で

き、 東 西 に分 布 域 を分 け て いる 分 類 群間 に は 、分 枝 時 に伸 長 す る枝 の 本 数に 、

異な る 二 方向 性 分 化が 存 在 して い る こと を 確 認し 、 そ れは 分 類 形質 と し ても 利

用可 能 な もの で あ る。  

第 3 章 で は 、種 分 化に 対 す る交 雑 の 影響 を 取 り上 げ た 。今 ま で 、メ ダ ケ 属の

中で 推 定 雑種 起 原 種は 知 ら れて い な かっ た 。 しか し 、 調査 に よ り、 新 潟 県に 分

布す る エ チゴ メ ダ ケ P.  p s e u d o s a s a o i d e s が、 雑 種 起原 と 推定 さ れ る種 で あ るこ

とが 明 ら かに な っ た。エ チゴ メ ダ ケは 、ヤ ダケ P s e u d o s a s a  j a p o n i c a  と アズ マ ネ

ザサ と の 交雑 起 原 の種 で あ るこ と が 推定 さ れ る。 そ れ は、 エ チ ゴメ ダ ケ の各 部

の形 態 形 質が 、 両 親種 の 中 間的 な 特 徴を 表 し てい る こ とに よ り 示唆 さ れ てい る

から で あ る。 ま た 、片 親 で ある ヤ ダ ケが 、 交 雑起 原 の 可能 性 を 有 し て い ると 推

測さ れ て いる こ と から 、 エ チゴ メ ダ ケは 、 複 雑な 浸 透 交雑 に よ る網 状 進 化の 産

物で あ る こと も 考 えら れ る 。  

第 4 章 で は 、南 西 諸島 に 分 布域 を 持 つリ ュ ウ キュ ウ チ ク節 の 調 査結 果 か ら、

ゴザ ダ ケ ザサ P.  g o z a d a k e n s i s の 形 態と 、生 育 立 地に お け る種 分 化 の実 態 を 考察

した 。 南 西諸 島 の 島々 で は 、リ ュ ウ キュ ウ チ ク節 の 種 が広 く 分 布し て い る。 し

かし 、 南 西諸 島 全 域で の リ ュウ キ ュ ウチ ク 節 にお け る 分布 に 関 して は 、 未だ 未

解明 な 部 分が 多 く 残さ れ て いる 。 本 研究 で は 、南 西 諸 島南 端 の 八重 山 諸 島に 分

布す る ゴ ザダ ケ ザ サが 、 リ ュウ キ ュ ウチ ク P.  l i n e a r i s の生 態 型 だと す る 見解 も

ある こ と から 、 石 垣、 西 表 両島 で の 調査 を 行 った 。 そ の結 果 、 既知 の 分 布地 と

新た に 発 見し た 分 布地 と も に、 両 島 山地 の 山 頂部 に の みゴ ザ ダ ケザ サ 群 落が 形

成さ れ て いる こ と を確 認 し た。 こ れ は、 分 布 地の 植 生 と気 候 環 境、 す な わち 、

常緑 樹 な どと の 競 争に 対 し 、風 衝 条 件な ど の 山頂 効 果 が作 用 し た結 果 形 成さ れ

たも の で ある と 推 測さ れ た 。形 態 形 質で は 、 ゴザ ダ ケ ザサ の 節 の形 態 や 、節 上

部か ら の 分枝 の 特 徴な ど に より 、 リ ュウ キ ュ ウチ ク と は明 ら か に区 別 可 能な 形

質を 有 し てい る こ とが 判 明 した 。  

 第 5 章 総 合 考察 では 、 本 研究 に よ り判 明 し た結 果 を 再確 認 し 、近 年 行 われ た

分子 系 統 解析 デ ー タと の 比 較検 討 も 行っ た 。 しか し 、 明ら か に なっ た 種 分化 の

実態 は 、 まだ ほ ん の一 部 で しか な く 、様 々 な 角度 か ら のア プ ロ ーチ に よ り、 メ

ダケ 属 の 種分 化 の 実態 解 明 を継 続 し てい く 必 要が あ る 。  


